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Sports For All  
～ スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に ～ 

 Vol.101／ 2014 September 

（月1回発行） 

 

 学生の活躍や、取組みをご存知でしたら

広報室までお寄せください。 

 Monthly Reportで紹介する他、報道機関

にも旬な話題を提供していきたいと考えて

おります。 

 

 本誌へのご意見・ご質問等がございまし

たら、広報室までご一報ください。。 

 

 

広報室 

  直通 0224-55-1802 

  内線 佐藤美保 256 

      渡辺誠司 271 

      土生佐多 200 

  Email:kouhou@sendai-u.ac.jp 

          

ハワイ大学マノア校教育学部ＫＲＳ 

との基本合意書締結 
１ 

大自然の中で仲間と過ごした４日間

―平成26年度仙台大学「キャンプ」 
４ 

生活習慣病予防運動教室を開催 ５ 

亘理･仮設住宅で仙台大学と獨協大

学との共同ボランティア活動を実施 
６ 

2014東北こども博―10月12日（日）・

13日（月・祝）に開催決定 
８ 

学生の競技結果 ９ 

ハワイ大学マノア校教育学部ＫＲＳとの 

基本合意書締結 

仙台大学 広報室 

平成２６年９月３日（ハワイ時間：日本時間の９月４日）仙台大学はハ

ワイ大学マノア校のカレッジコラボレーションセンター（米国ハワイ州）

においてハワイ大学マノア校教育学部キネシオロジーアンドリハビリテー

ション科学学科（ＫＲＳ）との国際学術交流に関する基本合意書を締結し

ました。 

同大学とは、平成６年に仙台大学の姉妹校である明成高等学校で、修学

旅行先がハワイになったことをきっかけにし、アスレティックトレーニン

グ及び運動生理学に係る高度な教育内容が本学の学生に適しているとの理

由によりさまざまなやりとりを積み重ねた結果、平成１５年１２月に「第

１回のアスレティックトレーニング研修」を、平成１６年４月には同大学

から無料のインターネットによる「遠隔授業」を実施するなど、着実に学

術交流と連携を積み重ねて参りました。 

基本合意書締結は、スポーツ科学、体育科教育、アスレティックトレー

ニング及び運動生理学に係る米国での教育、日本での教育に関する専門的

知識・技術の共有をはじめ、共同研究、留学生・教職員交換プログラムの

運営他を目的にしています。 

【裏面に続く】 

PUBLIC RELATIONS  

 ＜     目    次     ＞ 

左からＫＲＳのムラタ学科長、ヤング教育学部長、朴澤理事長、阿部学長 
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平成26年度 新任者紹介 挨拶（平成26年7月28日付） 

今回の基本合意書の締結により、さらに親交

を深め、相互の大学が協力してリサーチを行う

など、教育における情報交換も活発化させてい

きたいと思います。」と話しました。 

それらを受け朴澤理事長は「朴沢学園理事長

として、このたびのハワイ大学マノア校教育学

部との調印を大変嬉しく存じます。昨年亡く

なった義弟の宮田が海洋波動の研究のためハワ

イ大学で過ごした経験から、同大学で学ぶ意義

をアドバイスしてくれたこと、学園に併設して

いる明成高校が、修学旅行先としてハワイ大学

を選定したことなどをきっかけに、義弟の娘の

ホノルルでの挙式の機会に打診した結果、理解

を得て始まった同大学との交流の経過につい

て、携わって頂いたハワイの多くの関係者に心

からお礼申し上げます。この交流をもとにした

人材育成の象徴といえるのが、明成高校を卒業

し仙台大学に進学、その間を通じてハワイ大学

研修に参加し、同大学大学院修学を経て米国ア

スレティックトレーナー資格（ATC）の取得を

やりとげ、現在、ATCとして仙台大学のアスレ

ティックトレーニングルームに勤務する鈴木の

ぞみ新助手であります。この調印を機に新たな

スタートとして、よりアカデミックな連携を深

めてまいります。」と英語でご挨拶致しまし

た。 

このたびの合意を経て、同校とのさらなる連

携にますます期待が高まります。 

調印式に臨んだ教育学部のヤング学部長は「東北地方唯

一の体育大学である仙台大学と１０年以上もの永きに渡り

信頼あるパートナーシップを深められたことは、ハワイ大

学が学生達に国際交流を推進している方針とも合致し、大

変画期的な試みです。仙台大学という素晴らしいパート

ナーに恵まれて、さらに両校が結束し、発展できることを

確信しています。」と語り、続いてスピーチをしたサット

ン国際交流学部長および副学長は「仙台大学が、“スポー

ツは健常者のみならず全ての人に”という精神を表明し実

行している点に感銘を受けました。それこそが、東日本大

震災という大災害においても日本人が助け合い、困難を克

服しつつある崇高な精神に基づいているのでは と深く感

じ入った次第です。 

私は２週間前のハワイ大学入学式で、娘がＫＲＳで学ぶ

ために、わざわざアメリカ本土のヴァージニア州から来た

～ というご両親にお会いしました。それほどに同学科は

秀でております。 

テニスの錦織選手が世界的に大活躍し、２０２０年に東

京オリンピック・パラリンピックが開催される日本におい

て、体育を専門にする大学があることに驚きと尊敬の念を

抱いており、仙台大学との調印がさらなる飛躍につながる

ことを願っています。」と感想を述べました。 

その後、ＫＲＳのムラタ学科長は「１１年もの仙台大学

との交流・友情・信頼に心よりお礼申し上げます。仙台大

学の学生達が毎年欠かすことなくアスレティックトレー

ナーや、スポーツ科学などについて真剣に学んでいる姿勢

に、ハワイ大学にとっても国際化・異文化コミュニケー

ションがいかに大切であるかを痛感しています。 

小野勇太 新助手  7月28日より、新助手として採用頂きました小野勇太です。日体協ATと柔道整復師の

資格を取得、以前は整骨院勤務でした。本学卒業生として、本学へ貢献できることを誇

りに思います。勤務地は明成高校川平ATルームとなり、お会いする機会は少ないかと思

いますが、身体の痛み相談はお任せください。今後とも皆様よろしくお願い致します。 

 今回のハワイ研修に参加させて頂き、誠に光栄に思います。海外でのアスレティック

トレーナーの活躍を直に見て交流を持てたことは、とても良い刺激となりました。ハワ

イ大学と基本合意書締結に至るまでの関係者の苦労を無駄にせず、今後の両校アスレテ 

ィックトレーナー分野において益々の発展に貢献できるよう努めて参ります。 
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堀江知世新助手が管理栄養士国家試験に合格しました 

海を越えて輝く学生達 Ｓummer 2014 

～ハワイ大学アスレティックトレーニングアドバンスコース研修終了～ 

Ｑ2.合格までの道のりは？ 

社会人1年目は日曜日に東京アカデミーに通い

ながら、平日は自主学習に励みました。しかし勉

強時間を十分に確保できず不合格という結果でし

た。不合格の通知を受け、勉強する気持ちが途切

れた時期もありました。しかし受験する仲間と刺

激しあいながら、出勤前や通勤中、昼食中の時間

を有効に活用することで学習時間を増やしまし

た。1年目不合格という結果を味わったからこ

そ、今回合格できた喜びは格別でした。 

 

Ｑ3.今後の抱負は？ 

管理栄養士としてスタートに立ったばかりで

す。そのため知識・経験共に不足していると感じ

ています。 

今後は、健康運動指導士の受験資格があること

から、再度勉強に励み資格を取得し、運動栄養学

科の卒業生として「運動」と「栄養」両面から指

導できる管理栄養士を目指します。 

堀江知世新助手（平成24年運動栄養学科卒―栃木･氏家

高校出身）【＝写真】が管理栄養士国家試験に見事合格

しました。堀江新助手に、管理栄養士を目指したきっか

けや今後の抱負を聞きました。 

 

Ｑ1.管理栄養士を目指したきっかけは？ 

私は、スポーツと栄養について学びたいと考え、本学

の運動栄養学科へ進学しました。学生生活の中で部活動

に対して、栄養指導に携わり、栄養指導を行うためには

高度な専門的知識や技術が必要であると感じました。こ

のような経験から、卒業後は実務経験を積み必ず管理栄

養士の資格を取得しようと決めました。 

（ハワイ大学）でのアスレティックトレーナー

に関する教育プログラムの一端を理解できたこ

とは参加学生にとってアスレティックトレーニ

ングを身近に感じるとても良い学びになったと

考える。 

 さらに、仙台大学・ハワイ大学マノア校教育

学部における国際学術交流調印式、両校の2003

年からの交流を記念する式典にも参加と、通常

の研修にはない格別な経験を経て、仙台大学の

一員であることを強く認識できる最良の機会に

恵まれた。 

 後半、仙台大学・ハワイ大学アスレティック

トレーナー関連教職員間の情報交換会も開催さ

れ、アスレティックトレーナーの教育、育成、

さらに学術研究など双方にとって発展的な意見

交換ができ、今後の両大学の交流に欠かせない

共通理解が深まった。 

 参加学生が今回得られた経験を自分だけのも

のとせず、本学全学生に対しグローバルな視野

にたった思考や行動を伝授してもらえることを

期待する。両大学の教職員および学生がさらな

る発展に寄与できるように努力していきたい。 

 

＜報告：体育学科准教授 村上憲治＞ 

9月1日から9月8日までの期間、8名の本学学生達がハワイ

大学アスレティックトレーニングアドバンスコース研修に

参加した。 

学生たちは、英語研修、アスレティックトレーニング関

連施設見学および施設内でのワークショップ（テーピン

グ、水分補給）、KRSでの授業見学（下肢評価および運動

生理学）を経験し、下肢評価ではハワイ大学学生と共に演

習を行なった。医学部においては、献体解剖の見学も経験

することができた。また、アメリカ（ハワイ大学）におけ

るアスレティックトレーナーの活動現場を見学する目的で

ハワイ大学アメリカンフットボールチームの練習および公

式戦を視察した。 

このように多岐にわたるプログラムを通し、アメリカ 
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大自然の中で仲間と過ごした４日間―平成26年度仙台大学「キャンプ」 

２日目の沢登りや３日目の縦走登山でも、一団

と同様に非常に元気であった。この２団で特筆

すべきことは、誰一人装備不備者がいなかった

ことと、全員が３日目の縦走登山にチャレンジ

し、誰一人欠けることなくコースを歩ききった

ことである（例年、雨具に不備があったり、ケ

ガで登山にチャレンジできない者がいた）。登

山後に行われたキャンプファイヤーでは、各班

で考えたスタンツを発表したが、これまた例年

にないほどすばらしい出来映えであった（１団

も同様に、過去２年間より出来映えのよいもの

であった）。 

南蔵王野営場にキャンプ実習を移してから、

今年は３年目の実習であった。オリエンテー

ションを厳しく行い、先輩からの「大変だけど

有意義である」という口コミの影響もあり、

年々実習生の質があがっているように感じる。

同時に、指導する補助学生の能力や意識も確実

に向上している。３年の試行錯誤を通して、原

始的な野外生活を基盤として登山をメインプロ

グラムとするキャンプ実習をつくりあげること

ができたが、よりよい実習のためにスタッフの

体制やマネジメント面で改善する部分はまだ残

されている。来年度もさらによいキャンプ実習

になるよう努力していきたい。 

 

＜記事･写真：岡田成弘講師提供＞ 
 

平成２６年度の「キャンプ」が、宮城県白石市「南蔵王

野営場（国立花山青少年自然の家管轄施設）」にて行われ

た。第一団は９月３日〜６日、第二団は９月７日〜１０

日、それぞれ３泊４日の日程で実施された。実習生は、

６〜７名の男女学科部活混成班に振り分けられ（１団１２

班、２団１１班）、野外生活や沢登り、縦走登山に取り組

んだ。それぞれの班にはキャンプカウンセラーとして補助

学生が１人ずつつき、実習生と生活を共にしながら指導に

あたった。 

第一団は、雨のキャンプとなった。初日には、雨が降る

中テントを濡らさないように設営することが求められ、ど

の班も苦労を強いられた。しかしながら、夕食作りの頃に

は協力する姿勢が見られ、スムーズに作業を進められるよ

うになっていった。２日目の沢登りでは、少し肌寒い曇り

空のもとで行われたが、今年度の学生たちの元気の良さが

印象的であった。飛び込みポイントや一枚岩のウォーター

スラーイダーでは、次々と学生が水の中にダイブしていっ

た。キャンプ実習が南蔵王野営場に移って３年目となる

が、これほど学生が積極的に水の中に飛び込んでいったの

は初めてであった。飛び込んだ学生は皆震えながらも、い

い顔をしていた。３日目の登山では、途中雨に降られる

中、過酷な登山となった。特に、最終班はなかなかペース

をあげられず、ケガ人も出て、最終的には１９時２０分に

ヘッドランプをつけながらの帰着となった。他の班の学生

やスタッフ達の暖かい拍手、帰着した者たちのホッとした

表情や涙が印象的であった。また、その直前に、他の班の

メンバーが「登山から帰ってきてすぐにカレーが食べられ

るように、彼らの夕食を準備させてほしい」と嘆願してき

たことも、とても嬉しい一幕であった。 

第二団では、うってかわって天候に恵まれたキャンプと

なった。まったくといっていいほど雨に降られることはな

く、全てのプログラムを予定通り野外で行うことができ

た。天候が安定している分、協力して作業をスムーズに進

めることができた班には余裕ができる。あいた時間の中で

沢遊びや場内散策にでかけたり、ゆったりしたりそれぞれ

の班で思い思いの時を過ごしていた。 



                                              Monthly Report  5 

 

柴田町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会プレイベント 

―フライングディスク体験会を実施 

生活習慣病予防運動教室を開催 

柴田町在住の子どもやお年寄り、障がいをもった

方など約120名が参加しました。 

フライングディスクの正しい握り方や綺麗に投

げるためのコツなどは、本学の弓田恵里香助教

（2014世界アルティメットクラブ選手権マスター

の部日本代表･４位／宮城県フライングディスク

協会アルティメット普及委員）から説明【＝写

真】がなされ、ディスタンス（遠くに飛ばす種

目）・アキュラシー（ストラックアウトのボール

がディスクになった的を狙う種目）・ディスクゴ

ルフ（グランドゴルフをディスクで行う種目）・

アルティメット（バスケットボールやサッカーを

ディスクで行う種目）の４種目を体験。参加者の

皆様方は、思う存分フライングディスクを楽しみ

ました。 

本学の仲野隆士体育学科長（柴田町総合型地域

スポーツクラブ設立準備委員会副会長／宮城県フ

ライングディスク協会副会長）は「平成27年3月

に柴田町総合型地域スポーツクラブが設立される

ように準備を進めている。設立の際は、フライン

グディスクにも力を入れていきたいと考えてい

る。町民のニーズを確認したかった」と話し、

「参加者の皆様方が興味関心を持ってくれている

様子が伺え、安心できた」と話しました。 

9月15日（月･祝）、仙台大学サッカー・ラグビー場で

「柴田町総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会プレ

イベント―フライングディスク体験会」（主催：柴田町

総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会、協力団体：

宮城県フライングディスク協会・仙台大学アルティメッ

ト同好会）が実施されました。このプレイベントは、フ

ライングディスク（フリスビー）を使った珍しい遊びや

ゲームなどの体験を通じて、町民相互の触れ合いを図っ

て頂きながら、ディスクスポーツの楽しさを発見して頂

き、生涯スポーツに繋がる一つのきっかけを提供するこ

とを目的に開催されました。当日は、天候にも恵まれ、 

柳澤新助手は「参加者にはお一人ずつ歩数計

を貸出し、毎日の歩数や運動内容などを2週間ず

つ記録用紙に記入して頂いています。生活習慣

病予防運動教室が終わる頃には、運動の習慣を

はじめ、これからの生活習慣が少しでも変化し

ていくことを期待しています」と話しました。 

この運動教室は、「楽しみながら生活習慣を

改善し、生活習慣病の予防や転倒、骨折しにく

い身体をつくるための知識と運動を学ぶ」こと

を目的として、7月～12月まで6回にわたって開

催されます。今後は、骨密度測定やインボディ

測定などを実施し、生活習慣病の早期発見及び

生活習慣の改善のアドバイスなどを行なってい

く予定です。 

 

※「健康づくり運動サポーター」は本学独自

の認定資格で、同サポーター養成プログラム(実

践)を修了することによって認定されます。地域

密着型の「健康づくり運動サポーター」養成プ

ログラムは、運動についての正しい知識をも

ち、「安全に」「元気よく」「明るく」「楽し

い」運動指導のできるサポーターを養成し、体

育系大学としての特徴を生かして、地域の健康

づくりに貢献しようというものです。 

スクワット(両腕を前に出しながら、ゆっくりと腰を下ろす)の様子 

9月5日（金）、本学で「生活習慣病予防運動教室」（主

催：柴田町・仙台大学スポーツ健康科学実践機構）の第3

回目が行なわれ、柴田町在住の生活習慣病が気になる65歳

未満の男女約20名が参加しました。この日は、柳澤麻里子

新助手が生活習慣病についての健康講話を行ないました。

また、小池和幸教授（写真中央）が運動指導を担当。参加

者の皆様は、健康づくり運動サポーター(※)の資格取得を

目指す本学の学生らと一緒に、歌を歌いながら足踏みやス

クワットをしたり、椅子に座って膝上げをしたりするなど

して楽しく運動を行ないました。 
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スリランカ、コロンボから報告Ⅱ―横川和幸元仙台大学教授 

亘理･仮設住宅で仙台大学と獨協大学との共同ボランティア活動を実施  

コロンボから任地アヌラーダプラへ移動して２

週間が経ちました。ここは文化三角地帯と呼ばれ

ている都市のひとつです（あとの二つはポロンナ

ルワ、キャンディ）。沢山の遺跡や寺院が点在

し、観光の街として知られています。 

 

体育大学でのアンダー１８選抜陸上競技合宿の

一部を報告します。 

選抜された約４０人は、スリムな形態でバネが

あり将来有望な選手もいました。ただ、グランド

の状況は土で凹凸がひどく、石ころも転がってい

ます。なかなか全力では走れそうもない環境でし

た。コーチ達とのデスカッションも何度か行ない

ましたが、日本のトレーニングシステムが理解で

きないようです。 

 

「どうしてそんなに練習するのか？」、「それ

は 何 回 す れ ば い い の か？」「ト ラ イ ア 

ンド・エラーって何だ？」など面白い質問がたく

さんあり楽しい合宿でした。 

 

※この合宿で初めて右手の指を使って食事しま

した。 

 

＜寄 稿：スリランカ教育省 

      体育・スポーツ課 横川和幸＞ 

本学では、東日本大震災以降、災害ボラン

ティア活動として亘理町でエコノミークラス症

候群・廃用症候群の予防を目的とした運動指導

を継続して行なってきました。この日も、本学

の橋本実教授、齋藤まり･松浦里紗の両新助手に

加え、本学の体育学部健康福祉学科の学生3名も

「ストレッチ体操」・「ラジオ体操」を行なっ

たり、楽しく歌いながら体を動かしたりするな

どの運動指導やレクリエーションゲームを担当

しました。また、この日は、本学の災害ボラン

ティア活動に賛同下さった、異文化とのコミュ

ニケーションを学んでいる獨協大学外国語学部･

工藤和宏講師のゼミ生12名が「人間図書館」と

題して、自らの経験･体験を通して感じたことな

どを発表し、住民とのコミュニケーションを図

りました。 

共同ボランティア終了後は、本学に戻り、仙

台大学と獨協大学との学生同士の活発な意見交

換が行なわれ、親睦も深めた有意義な会となり

ました。 

共同ボランティアを終えての集合写真＝亘理町中央工業団地仮設住宅内集会所  

大学食堂のネーム入りプレートです（大きさが

分かるよう時計とサングラスを置きました）。 

9月22日（月）、仙台大学と獨協大学（埼玉県）の学生

たちが亘理町中央工業団地仮設住宅内集会所を訪問し、共

同でボランティア活動を行ないました。ボランティア活動

に参加した学生たちは、仮設住宅の住民の皆さんと交流を

深め、楽しいひと時を過ごしました。 

食事風景その１ 

栄養学的にどうなのでしょう。 

スリムな選手達です。 

感謝の気持ちを表す作法です。 幅跳びの踏み切り板と砂場です。 

食事風景その２ 

栄養学的にどうなのでしょう。 
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台湾・台東大学からの交換留学生５名を受入れ 

デンマーク・リレベルト大学の学生４名を受入れ  

9月16日（火）、国際交流協定校のデンマー

ク・リレベルト大学の学生４名が、高橋国際交

流センター長・鎌田教授・渡邊事業戦略室長と

共に学長室を訪れました。Klaus Andersenさ

ん、Sara Seirさん、Patrick Vesthさん、Thomas 

Damasgaardさんの4名は同大理学療法学科の学生

で、18日（金）まで自国と日本におけるリハビ

リテーションに関する学びを深めるため、日本

の文化に触れたり日本の病院を視察したりする

など、日本への理解を深めました。 

   笹原選手に花束を贈呈する 

仙台大学同窓会秋田支部の小林支部長 

＝秋田キャッスルホテル 

9月24日（水）、国際交流協定校の台湾・台東

大学から学生５名が挨拶のため、現在本学大学

院1年生である盧彦中さん（写真左端：台東大学

と仙台大学の両大学の学位をダブルディグリー

制度により取得）と一緒に学長室を訪れまし

た。詹斐雯さん、邱琦玲さん、林旻昊さん、張

家謄さんの４名は、１年間、学部の科目等履修

生として学びます。また、林彦宇さんは、２年

間、ダブルディグリー制度により本学で学位取

得を目指します。 

ソチ五輪スケルトン日本代表のOB笹原友希選手を励ます会・ 

後援会発足パーティー 

9月10日（水）、秋田キャッスルホテル（秋田市）で、

ソチ五輪スケルトン日本代表のOB笹原友希選手（平成19

年運動栄養学科卒－秋田中央高校出身）を励ます会・後

援会発足パーティーが開催されました。秋田テレビや秋

田魁新報社など地元企業の方や、仙台大学同窓会秋田支

部長の小林恵津子氏（昭和55年体育学科卒）、本学から

も朴澤泰治理事長が参加し、62名の方が笹原選手へ熱い

エールを送りました。 

後援会長の最上英嗣氏（秋田県議会議員）は「2018年

の平昌五輪までには、後援会の会員数300名を目標にした

い」。朴澤理事長は「仙台大学とスケルトンの名を知っ

てもらうためにも頑張ってほしい。大学で学んだスポー

ツ科学や栄養学を競技力向上に生かしてほしい」と述べ

ました。 

笹原選手は「秋田に金メダルを持って帰りたい。感謝

の気持ちを忘れず、夢や目標に向かって頑張りたい」と

決意を語りました。 

笹原選手を励ます会・後援会発足パーティーは盛会裏

に終了しました。 

写真提供：朴澤理事長 
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2014東北こども博―10月12日（日）・13日（月・祝）に開催決定 

2014年度日本芝草学会秋季大会（仙台大学）―10月5日・6日に開催 

仙台大学、柴田町、NPO法人東日本大震災こど

も未来基金等で構成される東北こども博実行委員

会は、来たる10月12日（日）・13日（月・祝）の

二日間、仙台大学キャンパスにおいて「2014東北

こども博」を開催致します。（仙台大学大学祭と

両日同時開催） 

東北こども博は、「復興」・「笑顔」をキー

ワードに2011年10月からスタートし、今年で４回

目となります。こどももおとなも、老若男女すべ

ての方々に笑顔をもたらすようなイベントです。

おもちゃや遊び、スポーツや音楽、アウトドアな

ど体験・参加できる楽しさいっぱいの2日間で

す。 

入場は無料ですので、皆さまお誘い合わせの

上、ぜひご来場下さい。 

 

 ＜2014東北こども博公式ホームページ＞ 
 http://www.sendaidaigaku.jp/kodomohaku/ 

10月4日・5日・6日の三日間、「2014年

度日本芝草学会秋季大会」が本学で開催さ

れます。本大会では、一日目に津波被災地

をバスで巡回視察し、翌日から皆様と共に

スローガンに沿った討議を重ねる予定で

す。二日目はゴルフ場部会・公園緑地部会

と「防災や復興における芝生地の役割」を

テーマとした公開シンポジウムを開催しま

す。三日目は校庭芝生部会・公園緑地部会

と「サッカー・ワールドカップブラジル大

会の報告」として公開特別講演会を開催致

します。 

※シンポジウムと特別講演は一般公開

で、どなたでもご参加になれます。（予約

不要・無料） 

2014日本芝草学会秋季大会（仙台大学）のチラシ 

2014東北こども博のポスター 
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東北地区大学サッカーリーグ開幕 

―12発快勝、インカレ出場に向け好スタート 

東北アメリカンフットボールリーグ戦開幕  

9月6日（土）、仙台大学サッカー・ラグビー場

で「第39回東北地区大学サッカーリーグ」が開幕

しました。本学男子サッカー部は、秋田大学と対

戦し、12－0と圧勝。14年連続31回目のインカレ

出場に向け好スタートを切りました。MF宮澤弘
みやざわひろし

選手（体育学科1年－柏レイソルユース出身）と

FW蓮沼翔太
はすぬましょうた

選手（体育学科3年－柏レイソルユー

ス出身）がハットトリックの活躍を見せ、大勝に

大きく貢献しました。  

３年ぶりの「王座奪還」を狙う本学は、開幕

戦で東北学院大学と対戦。３点リードで第２ク

オーターを終えたものの、第３クオーターで東

北学院大学に逆転されました。第４クオーター

でDB清野雄太
せ い の ゆ う た

主将（体育学科4年―岩手･盛岡南

高校出身）がタッチダウンを決め、４点差に追

い上げる粘りを見せるものの、１７－２８で惜

敗しました。 

第4クオーター・DB清野雄太主将（33）（体育学科4年―岩手･盛岡南高校出身）

がタッチダウンを決め、17-21と4点差に追い上げる。＝ダイナヒルズ運動公園 

FW宮澤選手が先制ゴールを決める。＝仙台大学サッカー・ラグビー場  

8月31日（日）、ダイナヒルズ運動公園（宮城県大和

町）で「第39回東北アメリカンフットボールリーグ戦」が

開幕しました。 
WR池端竜也選手(5)(体育学科2年―秋田西高校出身)が華

麗なステップで相手ディフェンスを翻弄する。 

硬式野球部、野口亮太投手(体育学科4年)がリーグ通算２５勝を達成 

9月14日（日）、東北福祉大学野球場で仙台六大学野

球秋季リーグ第三節「仙台大学－東北大学」の1回戦が

行なわれ、７－０で仙台大学が勝利（７回コールド）

しました。 

野口亮太
のぐちりょうた

投手（体育学科4年－群馬･前橋商業高校出

身）は、今季３勝目、歴代９位タイのリーグ通算２５

勝を挙げました。東北大学を6回3安打7奪三振無失点。

三塁を踏ませない安定した投球を見せました。 

163㎝左腕･野口投手は「記録は気にせずに、一戦一

戦集中して戦っていきたい。自分の持ち味は制球力。

緩急をつけた丁寧な投球を心がけ、春秋連覇に貢献し

たい。絶対神宮に行きたい」と力強く今後の抱負を語

りました。 

リーグ通算25勝を達成した野口投手＝東北福祉大学野球場  



                                              Monthly Report  10 

 

全日本大学駅伝東北予選会 

インチョン2014アジアパラ競技大会陸上競技（投てき３種目）日本代表の 

加藤由希子選手(健康福祉学科3年)が健闘誓う 

9月20日（土）、本学陸上競技場で「第46回全

日本大学駅伝東北予選会」が行なわれました。 

東北４県の７大学が参加し、各校８人がトラッ

クで１万メートルを走り、全員の合計タイムを競

いました。全国大会に出場できる大学は、１位の

み。本学は４位で、残念ながら全国大会出場を逃

しました。 

 

＜最終順位＞ 

１位：東北大（４時間１６分４４秒） 

２位：岩手大（４時間２１分５０秒） 

３位：東北学院大（４時間２７分４７秒） 

４位：仙台大（４時間２９分１２秒） 

５位：富士大（４時間３５分２６秒） 

６位：秋田大（４時間３７分１７秒） 

７位：山形大（４時間４０分１秒） 

同大会は、２３の競技にアジアの４２か国と

地域の約5,000人の選手が参加する障害者スポー

ツの祭典です。 

加藤選手は、左腕が義手（生後6か月から義手

を装着している）のアスリートで、ジャパンパ

ラ大会の投てき３種目（やり投げ・円盤投げ・

砲丸投げ）の日本記録保持者。9月7日（日）に

山口県山口市で行なわれた「2014ジャパンパラ

陸上競技大会」の女子砲丸投げでは、加藤選手

が１１メートル６６の日本新記録で優勝しまし

た。 

加藤選手は「2016年のリオデジャネイロパラ

リンピック・2020年の東京パラリンピックに繋

がる大会にしたいです。砲丸投げで世界新記録

を狙います」と活躍を誓い、「東日本大震災で

私の故郷の気仙沼も大きな被害を受けました。

金メダルを獲って、被災地を元気にしたいで

す。スポーツは、障害者も健常者も関係なく、

被災地を元気にすることができると思います」

と熱い想いを語りました。 

大会に向けて砲丸投げの練習に励む加藤選手 

＝仙台大学陸上競技場 

前から西澤賢治選手(28)(健康福祉学科４年―青森中央高校出身)・ 

小野将太選手(11)(体育学科１年―宮城･明成高校出身)・ 

本郷拓海選手(18)(体育学科１年―福島・田村高校出身) 

平成26年10月18日（土）～24日（金）までの7日間、韓

国･インチョンで開催される「インチョン２０１４アジア

パラ競技大会」の陸上競技（投てき３種目）の日本代表

に、本学陸上競技部の加藤由希子
か と う ゆ き こ

選手（健康福祉学科3年

―宮城･気仙沼女子高校出身）が選出されました。 


